
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新年を迎え、気持ちを新たにして書き初めに取り組み、教室前に全校の作品を展示しました。作品か

らは、一人ひとりの新年にかける思いが伝わり、どの学年も力作ぞろいでした。今回は新型コロナウイ

ルス感染症対策の緊急事態宣言が出され、保護者の鑑賞ができなく残念でしたが、子どもたち同士で鑑

賞し合い、互いのよさを認め合う学習を行いました。 

 お互いのよさや違いを認め、思い合う心を大切にし、偏見や差別のない社会生活を送ることをねらい

として出前授業を行いました。「瀬谷区知的障害理解啓発グループ アントママ」による体験を通して

の授業は大変分かりやすく、障害について理解を深める機会となりました。 

１２月～１月にかけて、ロイロ・ノートの接続確認へのご協力ありがとうございました。昨年「横浜市における GIGA スクール構想」が策定されました。

その主な目的は、IT や ICT 技術によって、子どもたち一人一人に合わせた教育を行えるようにすることです。また、「一斉学習から 21 世紀型の学習への

変化」「アクティブ・ラーニングの推進による、PISA型読解力等の育成」「プログラミング教育の効果の拡大」などの効果が予想されます。しかし、同時に

「日常でダメなことは、ネットの世界でもダメ」「デジタルの世界では発信したことを消すことができない」、端末使用時のルールや約束等、モラル教育も

より大切になってきます。学校と家庭で連携しながら、情報モラルについて子どもたち自身が主体的に考えていけるようにしていきたいですね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 給食について理解を深め、給食をつくっている方や食べ物に感謝の気持ちをもつことをねらいとし

て、全校で４つの取組（①給食委員会の発表 ②給食をつくっている様子の紹介 ③各学年の取組 ④

給食すごろく）を行いました。様々な取組から、給食への感謝の気持ちをさらに強くもつことができた

ようです。 

 ５・６年生の給食俳句の中から、校長先生が選んだ校長賞、

給食委員会が選んだ給食委員会賞が７名に贈られました。 

 １月１９日（火）の給食メニューに 

「おだんごスープ」が出ました。 

 １月２２日（金）には、麻婆豆腐をつ

くっている当日の給食室の様子を、テレ

ビ放送で見ながら給食を食べました。乾

燥大豆が使われているという説明に、子

どもたちは、どこだろう？と探しながら

食べていました。 


